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▼
区
の
防
災
計
画
の
フ
レ
ー
ム

　

今
年
３
月
に
実
施
し
た
学
習
会

は
「
宮
前
区
自
主
防
災
計
画
」
に

つ
い
て
区
の
職
員
か
ら
説
明
を
受

け
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
（
１

４
４
号
掲
載
）。
防
災
計
画
は
、
２

０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
を
機
に
修
正
を
進

め
、
国
の
防
災
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
県
、
市
の
防
災
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
防
災
計
画
を

作
成
し
て
い
る
と
の
お
話
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
、
救
援
物
資
の
想
定
、

学
校
（
避
難
所
）
の
備
蓄
、
賃
貸

住
宅
居
住
者
（
集
合
住
宅
）
へ
の

対
策
、
学
校
と
の
連
携
、
市
職
員

の
災
害
時
の
対
応
、
公
と
し
て
の

役
割
、
地
域
防
災
組
織
（
町
内
会
）

の
役
割
等
、
質
問
・
意
見
が
活
発

に
あ
り
、
防
災
に
対
す
る
関
心
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

▼「
共
助
」
の
モ
デ
ル
と
し
て

　

そ
こ
で
、
こ
の
度
は
地
域
防
災

組
織
「
宮
前
平
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ

自
治
会
の
自
主
防
災
組
織
」
委
員

長
の
松
本
忠
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
自
治
会
は
全

棟
55
で
１
０
１
５
世
帯
が
住
む
大

き
な
自
治
会
で
、
１
９
８
２
年
に

自
治
会
の
下
部
組
織
と
し
て
自
主

防
災
組
織
を
発
足
し
、
現
在
の
参

加
戸
数
は
７
６
１
世
帯
、
入
会
金

２
０
０
０
円
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
55
棟
を
４
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
各
戸
会
員
に
情
報
部
、
衛

生
救
護
部
、
消
火
給
水
部
、
避
難

部
に
所
属
し
て
も
ら
い
、
32
名
の

班
長
副
班
長
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
は
、
全
会
員
を
対
象
に

し
た
総
合
防
災
訓
練
、
仮
設
ト
イ

レ
組
み
立
て
訓
練
、
避
難
所
開
設

訓
練
、
普
通
救
命
講
習
会
（
そ
れ

ぞ
れ
年
１
回
）
等
き
め
細
か
い
訓

練
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
会

員
に
対
し
て
は
「
自
助
」
の
備
え

と
し
て
き
め
細
か
な
防
災
対
策
を

神奈川ネットワーク運動は、 地域政党です。 生活の課題は政治に直結しています。
国の政党が、 地方の政治までコントロールするのではなく、
多様な地域政党が政策を競い、 住みやすいまちをつくる社会をめざします。

自
治
会
の
自
主
防
災
組
織
に
学
ぶ

災
害
時
の
備
え
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
を
、
身
近
な
地

域
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
具
体
的
に
見
直
し
ま
す

指
導
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
共
助
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
、

地
域
の
中
で
の
顔
の
見
え
る
関
係

が
い
か
に
大
事
か
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

▼
災
害
が
起
こ
る
前
に

　

地
震
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、「
自
助
」
ま
ず
は
自
分
が
助
か

る
、
次
い
で
「
共
助
」
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
対
応
、
そ
し
て
最
後

に
「
公
助
」、
公
的
な
支
援
が
や
っ

て
く
る
の
は
最
後
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
防
災
に
対

す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
、
各
自
治

会
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
自
主
防
災

組
織
の
組
織
化
、
公
と
し
て
は
、

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
、

避
難
所
を
き
め
細
か
く
設
置
し
、

企
業
、
商
店
、
神
社
な
ど
と
の
連

携
を
は
か
る
。
災
害
弱
者（
乳
幼
児
、

高
齢
者
、妊
婦
、障
が
い
を
持
つ
人
、

病
気
を
抱
え
る
人
、
外
国
人
等
）

の
避
難
所
を
設
け
る
。
要
援
護
者

に
つ
い
て
、
手
さ
げ
方
式
と
し
、

地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
る
な
ど
、
災
害
が
起
こ

る
前
に
宮
前
区
に
あ
っ
た
防
災
計

画
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
と
感

じ
ま
し
た
。

　

本
年
８
月
に
広
島
市
で
起
き
た
土
砂
災

害
は
、
多
く
の
命
と
生
活
を
奪
い
ま
し
た
。

改
め
て
災
害
へ
の
対
策
と
日
常
の
危

険
箇
所
の
情
報
の
重
要
性
を
実
感
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
川
崎
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
土
砂
災
害
と
は
、

一
般
に
「
急
傾
斜
地
の
崩
壊
（
が
け

崩
れ
）
」、
「
土
石
流
」、
「
地
す
べ
り
」
の
３
種

類
に
分
類
さ
れ
、
川
崎
市
内
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
つ
い
て
は
「
土
石
流
」「
地
す
べ
り
」

の
分
類
で
指
定
さ
れ
た
区
域
は
な
く
、
全
て

の
区
域
が
「
急
傾
斜
地
の
崩
壊
（
が
け
崩
れ
）
」

を
対
象
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

市
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
市
民
が
災
害
時
に
命
を
守
る
に
は
、

公
表
さ
れ
た
危
険
箇
所
を
も
と
に
、
住
ん
で

い
る
地
域
が
ど
う
い
う
地
域
な
の
か
を
知
っ

て

い

る

こ

と

が

重

要

で
す
。
坂
道

が

多

い

宮

前

区

は

急

傾

斜

地

も

多

い

地

域

で
す
。
情
報

の

取

得

と

地

域

で

支

え

合

う

仕

組

み

づ

く

り

を

提

案

し
ま
す
。

土砂災害
Topic

出
典
：
川
崎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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